
(57)【要約】

【課題】ズレ落ちにくく、且つ胴回りの締め付けの程度

が大きく低減された使い捨て吸収性物品を提供すること

。

【解決手段】腹側部Ａ及び背側部Ｂの両ウエスト部Ｄに

ウエスト弾性部材５１が配設されており、両ウエスト部

Ｄを吸収性物品幅方向に最大伸張率の５０％迄伸張させ

たときの引張荷重が２～５Ｎであり、腹側部Ａの胴回り

部Ｅにおける吸収体４の両側縁４１の位置より幅方向外

方の両サイド部に縦方向に対して４５度背側に傾いた方

向に伸縮可能な弾性伸縮部３１を有し、腹側部Ａ及び背

側部Ｂの両胴回り部Ｅを最大伸張率の５０％迄伸張させ

たときの引張荷重が１Ｎ以下であり、背側部Ｂにおける

吸収体４とウエスト開口部の周縁端５２との間に縦方向

に伸縮する弾性伸縮部３４を有するパンツ型の使い捨て

吸収性物品。

【選択図】　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
液 透 過 性 の 表 面 シ ー ト 、 液 不 透 過 性 の 裏 面 シ ー ト 及 び 両 シ ー ト 間 に 介 在 す る 液 保 持 性 の 吸
収 体 を 備 え 、 ウ エ ス ト 開 口 部 及 び 一 対 の レ ッ グ 開 口 部 を 有 す る パ ン ツ 型 の 使 い 捨 て 吸 収 性
物 品 に お い て 、
腹 側 部 及 び 背 側 部 の ウ エ ス ト 部 に 、 前 記 ウ エ ス ト 開 口 部 の 周 方 向 に 沿 っ て ウ エ ス ト 弾 性 部
材 が 配 設 さ れ て お り 、 両 ウ エ ス ト 部 を 、 吸 収 性 物 品 幅 方 向 に 最 大 伸 張 率 の ５ ０ ％ 迄 伸 張 さ
せ た と き の 引 張 荷 重 が ２ ～ ５ Ｎ で あ り 、
腹 側 部 の 胴 回 り 部 に お け る 前 記 吸 収 体 の 両 側 縁 の 位 置 よ り 幅 方 向 外 方 に 位 置 す る 両 サ イ ド
部 に 、 吸 収 性 物 品 縦 方 向 に 対 し て ４ ５ 度 背 側 に 傾 い た 方 向 に 伸 縮 可 能 な 弾 性 伸 縮 部 を 有 し
、 腹 側 部 及 び 背 側 部 の 両 胴 回 り 部 を 、 吸 収 性 物 品 幅 方 向 に 最 大 伸 張 率 の ５ ０ ％ 迄 伸 張 さ せ
た と き の 引 張 荷 重 が １ Ｎ 以 下 で あ り 、
背 側 部 に お け る 前 記 吸 収 体 と 前 記 ウ エ ス ト 開 口 部 の 周 縁 端 と の 間 に 、 吸 収 性 物 品 縦 方 向 に
伸 縮 す る 弾 性 伸 縮 部 を 有 す る 使 い 捨 て 吸 収 性 物 品 。
【 請 求 項 ２ 】
自 然 状 態 に お け る 前 記 ウ エ ス ト 開 口 部 の 周 長 に 対 す る 最 大 伸 張 時 の 該 ウ エ ス ト 開 口 部 の 周
長 の 比 が １ ． ４ ～ ２ ． ２ で あ る 請 求 項 １ 記 載 の 使 い 捨 て 吸 収 性 物 品
【 請 求 項 ３ 】
前 記 ウ エ ス ト 弾 性 部 材 は 、 着 用 時 に 着 用 者 の 腸 骨 棘 点 よ り も 上 方 に 位 置 す る よ う に 配 さ れ
て い る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 使 い 捨 て 吸 収 性 物 品 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 背 側 部 に お け る 前 記 ウ エ ス ト 開 口 部 の 周 縁 端 が 、 凸 状 に 形 成 さ れ て い る 請 求 項 １ ～ ３
の 何 れ か 記 載 の 使 い 捨 て 吸 収 性 物 品 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 背 側 部 に お け る 前 記 レ ッ グ 開 口 部 の 近 傍 に 、 該 背 側 部 に お け る 該 レ ッ グ 開 口 部 の 周 縁
端 に 対 し て 垂 直 方 向 に 伸 縮 可 能 な 弾 性 伸 縮 部 を 有 し て い る 請 求 項 １ ～ ４ の 何 れ か 記 載 の 使
い 捨 て 吸 収 性 物 品 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 背 側 部 に お け る 前 記 レ ッ グ 開 口 部 の 周 縁 端 が 、 該 レ ッ グ 開 口 部 の 開 口 部 中 心 に 向 か っ
て 凸 に 湾 曲 し て い る 請 求 項 ５ 記 載 の 使 い 捨 て 吸 収 性 物 品 。
【 請 求 項 ７ 】
幼 児 用 の 使 い 捨 て 吸 収 性 物 品 で あ り 、 展 開 且 つ 伸 張 状 態 に お い て 、 吸 収 性 物 品 長 手 方 向 の
全 長 が ４ ０ ～ ６ ０ ｃ ｍ で あ り 、 股 間 部 の 最 小 幅 が ５ ～ １ ０ ｃ ｍ で あ る 請 求 項 １ ～ ６ の 何 れ
か 記 載 の 使 い 捨 て 吸 収 性 物 品 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 新 規 な 設 計 手 法 に 基 づ く 使 い 捨 て 吸 収 性 物 品 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 及 び 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
従 来 の 使 い 捨 て 吸 収 性 物 品 の 設 計 に お い て は 、 吸 収 性 物 品 の 平 面 形 状 （ パ ン ツ 型 吸 収 性 物
品 に お い て は 展 開 且 つ 伸 張 状 態 の 形 状 ） を 、 着 用 者 に は か せ る た め に 充 分 に 大 き な 大 き さ
を 見 越 し て 決 定 し た 後 、 着 用 者 の 各 部 （ 脚 回 り や ウ エ ス ト 回 り 等 ） に 対 す る フ ィ ッ ト 性 を
高 め る よ う に 、 弾 性 部 材 の 配 置 を 決 定 す る と い う も の で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
従 来 の 使 い 捨 て 吸 収 性 物 品 と し て 、 着 用 時 に 着 用 者 の 胴 回 り に 配 さ れ る 胴 回 り 部 に 、 複 数
の 弾 性 部 材 を 周 方 向 に 配 設 し て 胴 回 り ギ ャ ザ ー を 形 成 し た パ ン ツ 型 お む つ が 知 ら れ て い る
（ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
こ の 使 い 捨 て お む つ は 、 上 述 し た よ う な 設 計 手 法 に 基 づ き 設 計 さ れ た も の で あ り 、 胴 回 り
部 に 配 し た 弾 性 部 材 に よ り 、 着 用 者 の 胴 回 り と の 間 に 隙 間 が 生 じ る こ と が 防 止 さ れ 、 ま た
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、 着 用 中 に お け る 、 お む つ の ズ レ 落 ち が 防 止 さ れ る が 、 他 方 に お い て 、 着 用 者 の 胴 回 り を
強 く 締 め 付 け 過 ぎ る 場 合 が 起 こ り 易 い と い う 問 題 が あ る 。
ま た 、 上 述 し た 設 計 手 法 に 基 づ き 設 計 さ れ た 従 来 の お む つ お い て は 、 お む つ の 平 面 形 状 が
、 着 用 者 に は か せ る た め に 充 分 に 大 き な 大 き さ を 見 越 し て 設 計 さ れ て い る た め 、 本 来 的 に
必 要 な 量 を 大 き く 超 え る 量 の 材 料 を 使 用 せ ざ る を 得 な か っ た り 、 余 分 な 材 料 に よ り 股 下 部
に も た つ き （ た る ん だ 部 分 ） が 生 じ た り 、 更 に は 、 余 分 な 材 料 や 、 弾 性 部 材 に よ る 脚 回 り
の 過 度 の 締 め 付 け 等 に よ り 、 は か せ や す さ （ 装 着 の し 易 さ ） が 充 分 で は な い 等 の 改 善 す べ
き 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ １ ― ４ ７ ８ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ５ 】
従 っ て 、 本 発 明 の 目 的 は 、 ズ レ 落 ち に く く 、 且 つ 胴 回 り の 締 め 付 け の 程 度 が 大 き く 低 減 さ
れ た 使 い 捨 て 吸 収 性 物 品 を 提 供 す る こ と に あ る （ 以 下 、 第 １ 目 的 と い う と き は 、 こ の 目 的
を い う ） 。
本 発 明 の 目 的 は 、 新 規 な 設 計 手 法 を 用 い て 設 計 さ れ た 使 い 捨 て 吸 収 性 物 品 を 提 供 す る こ と
に あ る 。
本 発 明 の 目 的 は 、 材 料 使 用 量 の 低 減 、 股 下 部 の も た つ き の 改 善 、 は き や す さ の 改 善 、 ズ レ
落 ち に く さ と 胴 回 り の 過 度 の 締 め 付 け の 解 消 の 両 立 等 の １ つ 又 は ２ 以 上 を 達 成 し た 使 い 捨
て 吸 収 性 物 品 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 者 ら は 、 上 述 し た 従 来 の 設 計 手 法 と は 異 な る 新 規 な 設 計 手 法 を 編 み 出 し 、 か か る 設
計 手 法 に 基 づ き 設 計 し た 使 い 捨 て 吸 収 性 物 品 が 、 上 述 し た 目 的 の １ つ 又 は そ れ 以 上 を 達 成
し 得 る こ と を 知 見 し た 。 本 発 明 は 、 斯 か る 知 見 に 基 づ き 完 成 さ れ た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 は 、 液 透 過 性 の 表 面 シ ー ト 、 液 不 透 過 性 の 裏 面 シ ー ト 及 び 両 シ ー ト 間 に 介 在 す る 液
保 持 性 の 吸 収 体 を 備 え 、 ウ エ ス ト 開 口 部 及 び 一 対 の レ ッ グ 開 口 部 を 有 す る パ ン ツ 型 の 使 い
捨 て 吸 収 性 物 品 に お い て 、 腹 側 部 及 び 背 側 部 の ウ エ ス ト 部 に 、 前 記 ウ エ ス ト 開 口 部 の 周 方
向 に 沿 っ て ウ エ ス ト 弾 性 部 材 が 配 設 さ れ て お り 、 両 ウ エ ス ト 部 を 、 吸 収 性 物 品 幅 方 向 に 最
大 伸 張 率 の ５ ０ ％ 迄 伸 張 さ せ た と き の 引 張 荷 重 が ２ ～ ５ Ｎ で あ り 、 腹 側 部 の 胴 回 り 部 に お
け る 前 記 吸 収 体 の 両 側 縁 の 位 置 よ り 幅 方 向 外 方 に 位 置 す る 両 サ イ ド 部 に 、 吸 収 性 物 品 縦 方
向 に 対 し て ４ ５ 度 背 側 に 傾 い た 方 向 に 伸 縮 可 能 な 弾 性 伸 縮 部 を 有 し 、 腹 側 部 及 び 背 側 部 の
両 胴 回 り 部 を 、 吸 収 性 物 品 幅 方 向 に 最 大 伸 張 率 の ５ ０ ％ 迄 伸 張 さ せ た と き の 引 張 荷 重 が １
Ｎ 以 下 で あ り 、 背 側 部 に お け る 前 記 吸 収 体 と 前 記 ウ エ ス ト 開 口 部 の 周 縁 端 と の 間 に 、 吸 収
性 物 品 縦 方 向 に 伸 縮 す る 弾 性 伸 縮 部 を 有 す る 使 い 捨 て 吸 収 性 物 品 を 提 供 す る こ と に よ り 、
第 １ 目 的 を 達 成 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
ま た 、 本 発 明 は 、 パ ン ツ 型 の 使 い 捨 て 吸 収 性 物 品 で あ っ て 、 下 記 要 件 （ ａ ） ～ （ ｅ ） 及 び
後 述 す る 各 形 態 の 使 い 捨 て 吸 収 性 物 品 が 具 備 す る 各 要 件 〔 下 記 要 件 （ ａ ） ～ （ ｅ ） と 重 複
す る も の も あ る 。 〕 の 何 れ か １ つ 又 は ２ 以 上 を 具 備 す る 使 い 捨 て 吸 収 性 物 品 を 提 供 す る こ
と に よ り 、 上 述 し た 目 的 の １ つ 又 は ２ 以 上 を 達 成 し た も の で あ る 。
２ 以 上 の 要 件 の 組 み 合 わ せ と し て は 、 下 記 要 件 （ ａ ） ～ （ ｅ ） 　 の 何 れ か 一 つ と 他 の 一 つ
と の 組 み 合 わ せ 〔 以 下 、 組 み 合 わ せ （ １ ） と い う 。 例 え ば （ ａ ） ＋ （ ｂ ） 、 （ ａ ） ＋ （ ｃ
） 、 （ ａ ） ＋ （ ｄ ） 、 （ ａ ） ＋ （ ｅ ） 、 　 （ ｂ ） ＋ （ ｃ ） 、 （ ｂ ） 　 ＋ （ ｄ ） 、 （ ｂ ） ＋
（ ｅ ） 、 （ ｃ ） ＋ （ ｄ ） 、 （ ｃ ） ＋ （ ｅ ） 、 （ ｄ ） ＋ （ ｅ ） 等 〕 、 前 記 組 み 合 わ せ （ １ ）
と 更 に 他 の 一 つ の 要 件 と の 組 み 合 わ せ 〔 以 下 、 組 み 合 わ せ （ ２ ） と い う 〕 、 前 記 組 み 合 わ
せ （ ２ ） と 更 に 他 の 一 つ の 要 件 と の 組 み 合 わ せ 〔 以 下 、 組 み 合 わ せ （ ３ ） と い う 〕 、 及 び
前 記 組 み 合 わ せ （ ３ ） と 更 に 他 の 一 つ の 要 件 と の 組 み 合 わ せ 等 を 挙 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】

10

20

30

40

50

(3) JP 2004-236832 A 2004.8.26



＜ 要 件 ＞
（ ａ ） ； 腹 側 部 及 び 背 側 部 の ウ エ ス ト 部 に 、 前 記 ウ エ ス ト 開 口 部 の 周 方 向 に 沿 っ て ウ エ ス
ト 弾 性 部 材 が 配 設 さ れ て お り 、 両 ウ エ ス ト 部 を 、 吸 収 性 物 品 幅 方 向 に 最 大 伸 張 率 の ５ ０ ％
迄 伸 張 さ せ た と き の 引 張 荷 重 が ２ ～ ５ Ｎ で あ る 。
（ ｂ ） ； 腹 側 部 の 胴 回 り 部 に お け る 吸 収 体 の 両 側 縁 の 位 置 よ り 幅 方 向 外 方 に 位 置 す る 両 サ
イ ド 部 に 、 吸 収 性 物 品 縦 方 向 に 対 し て ４ ５ 度 背 側 に 傾 い た 方 向 に 伸 縮 可 能 な 弾 性 伸 縮 部 を
有 す る 。 腹 側 部 及 び 背 側 部 の 両 胴 回 り 部 を 、 お む つ 幅 方 向 に 最 大 伸 張 率 の ５ ０ ％ 迄 伸 張 さ
せ た と き の 引 張 荷 重 が １ Ｎ 以 下 で あ る こ と が 好 ま し い 。
（ ｃ ） ； 　 背 側 部 に お け る 吸 収 体 と ウ エ ス ト 開 口 部 の 周 縁 端 （ 展 開 型 の 使 い 捨 て 吸 収 性 物
品 に お い て は 長 手 方 向 の 縁 端 ） と の 間 に 、 吸 収 性 物 品 縦 方 向 に 伸 縮 す る 弾 性 伸 縮 部 を 有 す
る 。 こ の 場 合 、 背 側 部 に お け る 前 記 ウ エ ス ト 開 口 部 の 周 縁 端 が 、 凸 状 に 形 成 さ れ て い る こ
と が 好 ま し い 。
（ ｄ ） ； 　 ウ エ ス ト 弾 性 部 材 は 、 吸 収 性 物 品 着 用 時 に 着 用 者 の 腸 骨 棘 点 よ り も 上 方 に 位 置
す る よ う に 配 さ れ て い る 。
（ ｅ ） ； 背 側 部 に お け る レ ッ グ 開 口 部 の 近 傍 に 、 該 背 側 部 に お け る 該 レ ッ グ 開 口 部 の 周 縁
端 に 対 し て 垂 直 方 向 に 伸 縮 可 能 な 弾 性 伸 縮 部 を 有 し て い る 。 こ の 場 合 、 前 記 背 側 部 に お け
る 前 記 レ ッ グ 開 口 部 の 周 縁 端 が 、 該 レ ッ グ 開 口 部 の 開 口 部 中 心 に 向 か っ て 凸 に 湾 曲 し て い
る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 、 本 発 明 は 、 背 側 部 の 両 側 縁 部 に フ ァ ス ニ ン グ テ ー プ を 具 備 す る 展 開 型 の 使 い 捨 て 吸
収 性 物 品 で あ っ て 、 上 記 要 件 （ ｂ ） ～ （ ｅ ） 　 及 び 後 述 す る 各 形 態 の 使 い 捨 て 吸 収 性 物 品
が 具 備 す る 各 要 件 〔 下 記 要 件 （ ｂ ） ～ （ ｅ ） と 重 複 す る も の も あ る 。 〕 の 何 れ か １ つ 又 は
２ 以 上 を 具 備 す る 使 い 捨 て 吸 収 性 物 品 を 提 供 す る も の で あ る 。
２ 以 上 の 要 件 の 組 み 合 わ せ と し て は 、 上 記 要 件 （ ｂ ） ～ （ ｅ ） の 何 れ か 一 つ と 他 の 一 つ と
の 組 み 合 わ せ 〔 以 下 、 組 み 合 わ せ （ ５ ） と い う 。 例 え ば （ ｂ ） ＋ （ ｃ ） 、 （ ｂ ） 　 ＋ （ ｄ
） 、 （ ｂ ） ＋ （ ｅ ） 、 （ ｃ ） ＋ （ ｄ ） 、 （ ｃ ） ＋ （ ｅ ） 、 （ ｄ ） ＋ （ ｅ ） 等 〕 、 前 記 組 み
合 わ せ （ ５ ） と 更 に 他 の 一 つ の 要 件 と の 組 み 合 わ せ 〔 以 下 、 組 み 合 わ せ （ ６ ） と い う 〕 、
及 び 前 記 組 み 合 わ せ （ ６ ） と 更 に 他 の 一 つ の 要 件 と の 組 み 合 わ せ 等 を 挙 げ る こ と が で き る
。
【 ０ ０ １ １ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 を そ の 好 ま し い 実 施 形 態 に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
先 ず 、 本 発 明 完 成 の 基 礎 と な っ た 新 規 な 設 計 手 法 に つ い て 一 例 を 示 し て 簡 単 に 説 明 す る 。
第 １ ス テ ッ プ ； シ ー チ ン グ （ 吸 収 性 物 品 の 平 面 形 状 に 比 べ て 充 分 な 寸 法 を 有 す る 布 ） を 、
モ ニ タ ー （ 幼 児 等 ） の 身 体 に 直 接 当 て 、 立 体 裁 断 に よ り 、 モ ニ タ ー の ウ エ ス ト 回 り 、 大 腿
部 の 付 根 に 沿 っ た 大 腿 付 根 回 り （ 図 ６ に お け る 大 腿 付 根 囲 ） 及 び 脇 の 各 ラ イ ン を 書 き 込 み
、 得 ら れ た パ タ ー ン を 平 面 形 状 設 計 の ベ ー ス パ タ ー ン と す る 。 こ の ベ ー ス パ タ ー ン を Ｃ Ａ
Ｄ に 取 り こ み 、 そ の 後 の 修 正 処 理 を 行 う 。 図 ５ （ ａ ） は 、 こ の よ う に し て 身 体 形 状 を 転 写
し て 得 た ベ ー ス パ タ ー ン を 示 す も の で 、 図 中 の 縦 線 分 Ｌ ａ は 、 モ ニ タ ー の 臍 点 か ら 第 １ 腰
椎 ま で の 距 離 〔 図 ６ 参 照 〕 を 示 し 、 該 縦 線 分 に 直 交 す る 横 線 分 Ｌ ｂ は 、 左 右 の 大 腿 付 根 回
り の ラ イ ン 間 の 距 離 が 最 小 と な る 前 後 方 向 の 位 置 （ モ ニ タ ー の 股 間 幅 が 最 小 と な る 前 後 方
向 の 位 置 に 相 当 ） 及 び そ の 最 小 距 離 を 示 し て い る 。 ま た 、 曲 線 Ｌ ｃ は 、 前 記 大 腿 付 根 回 り
の ラ イ ン を 示 し 、 曲 線 Ｌ ｄ は 、 臍 点 及 び 第 １ 腰 椎 を 通 る ウ エ ス ト 回 り の ラ イ ン を 示 し 、 曲
線 Ｌ ｅ は 、 モ ニ タ ー の 脇 の ラ イ ン （ モ ニ タ ー の 左 右 側 部 の 稜 線 ） を 示 し て い る 。 こ の よ う
に し て 、 複 数 の モ ニ タ ー に つ い て の ベ ー ス パ タ ー ン を 得 る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
第 ２ ス テ ッ プ ； 各 ベ ー ス パ タ ー ン に 対 し 、 左 右 の 不 均 一 是 正 の た め に 、 一 定 の 規 則 に 従 っ
た 修 正 を 加 え る 。 例 え ば 、 縦 線 分 Ｌ ａ 及 び 横 線 分 Ｌ ｂ の 長 さ 及 び 位 置 関 係 、 並 び に 縦 線 分
Ｌ ａ の 左 右 両 側 に 存 す る 曲 線 Ｌ ｃ の う ち の 信 頼 性 の 高 い 方 の 形 状 や 長 さ は 修 正 せ ず 、 左 右
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の 曲 線 Ｌ ｃ の う ち の 信 頼 性 の 低 い 方 を 、 信 頼 性 の 高 い 方 を 縦 線 分 Ｌ ａ に 対 し て 線 対 称 に 複
写 し た 曲 線 Ｌ ｃ ’ に 置 換 し 、 曲 線 Ｌ ｅ に つ い て は 、 ベ ー ス パ タ ー ン の 長 手 方 向 の 各 端 部 に
お い て 、 左 右 の い ず れ か 長 い 方 の 形 状 及 び 長 さ を 、 短 い 方 の 形 状 及 び 長 さ に 統 一 す る 。 曲
線 Ｌ ｄ に つ い て は 、 ベ ー ス パ タ ー ン の 前 後 左 右 の 部 分 に 分 割 し 、 そ れ ら を 平 均 化 し た 形 状
に 統 一 す る 。 図 ５ （ ｂ ） は 、 こ の よ う に し て 修 正 を 加 え た 修 正 ベ ー ス パ タ ー ン を 示 す 。
【 ０ ０ １ ４ 】
第 ３ ス テ ッ プ ； 修 正 ベ ー ス パ タ ー ン を 、 モ ニ タ ー の 年 齢 （ 月 例 ） や 男 女 の 別 等 に よ り 複 数
の 群 に 区 分 し 、 各 区 分 毎 に 平 均 化 を 行 い マ ス タ ー パ タ ー ン を 得 る 。 全 修 正 ベ ー ス パ タ ー ン
を 纏 め て 平 均 化 し 、 こ れ を マ ス タ ー パ タ ー ン と す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
第 ４ ス テ ッ プ ； モ ニ タ ー を 自 由 に 行 動 さ せ 、 そ の 行 動 の 様 子 を ビ デ オ 等 に 記 録 し て 観 察 す
る 。 モ ニ タ ー が 頻 繁 に 行 う 動 作 及 び そ れ ら の 動 作 に お い て 着 用 者 の 肌 が ど の よ う に 伸 縮 す
る か を 判 断 す る 。 幼 児 の 行 動 を 観 察 及 び 分 析 し た 結 果 、 パ ン ツ 型 吸 収 性 物 品 （ 特 に パ ン ツ
型 お む つ ） を 使 用 す る 月 例 の 幼 児 は 、 匍 匐 動 作 、 及 び 、 立 位 か ら 座 位 又 は そ の 逆 の 動 作 、
座 位 状 態 で 前 か が み に な る 動 作 、 走 り 回 る 動 作 を 頻 繁 に 行 い 、 匍 匐 動 作 に お い て は 背 中 面
や 大 腿 付 根 部 分 、 立 位 か ら 座 位 又 は そ の 逆 の 動 作 に お い て は 背 中 面 に 加 え て 腹 側 に お け る
胴 回 り 部 分 、 座 位 状 態 で 前 か が み に な る 動 作 に お い て は 背 中 面 、 走 り 回 る 動 作 に お い て は
大 腿 付 根 部 分 の 皮 膚 が 頻 繁 に 伸 縮 す る こ と が 判 っ た 。
【 ０ ０ １ ６ 】
第 ５ ス テ ッ プ ； 第 ３ ス テ ッ プ で 得 ら れ た 各 マ ス タ ー パ タ ー ン （ 又 は 単 一 の マ ス タ ー パ タ ー
ン ） に 対 し 、 第 ４ ス テ ッ プ に お い て 得 ら れ た 皮 膚 の 伸 縮 の 知 見 を 反 映 さ せ た 修 正 を 加 え る
。 こ の 修 正 は 、 皮 膚 の 伸 縮 に 追 従 し て 伸 縮 で き る だ け の 領 域 を 確 保 す る た め に 行 う 。 図 ５
（ ｃ ） は 、 着 用 者 の 背 中 面 の 皮 膚 の 伸 縮 及 び 大 腿 付 根 部 分 の 皮 膚 の 伸 縮 に 追 従 し て 伸 縮 す
る 領 域 を 使 い 捨 て 吸 収 性 物 品 に 確 保 す る た め に 、 マ ス タ ー パ タ ー ン に 格 子 模 様 を 付 し た 領
域 を 加 え て 得 ら れ た 修 正 マ ス タ ー パ タ ー ン を 示 す も の で あ る 。 腹 側 に お け る 胴 回 り 部 分 の
皮 膚 の 伸 縮 に 追 従 す る 領 域 に つ い て は 、 次 の ス テ ッ プ で 付 与 す る は か せ や す さ 付 与 の た め
の 領 域 に 含 ま れ る の で 、 こ こ で は 省 略 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
第 ６ ス テ ッ プ ； 修 正 マ ス タ ー パ タ ー ン に 対 し 、 は か せ や す さ （ 装 着 し や す さ ） を 付 与 す る
た め の 修 正 を 加 え る 。 図 ５ （ ｄ ） は 、 修 正 マ ス タ ー パ タ ー ン を 幅 方 向 に 所 定 の 倍 率 で 拡 大
し て 得 た パ タ ー ン を 示 す 図 で あ る 。 こ の 修 正 に よ り 得 ら れ た パ タ ー ン が お む つ の 平 面 形 状
と な る 最 終 パ タ ー ン で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
第 ７ ス テ ッ プ ； 最 終 パ タ ー ン に 対 し て 、 ど の よ う に 弾 性 部 材 を 配 置 す る か を 、 第 ４ ス テ ッ
プ に お い て 得 ら れ た 皮 膚 の 伸 縮 を 考 慮 し て 決 定 す る 。 こ の 弾 性 部 材 の 配 置 に お い て は 、 皮
膚 の 伸 縮 に 追 従 し て 弾 性 伸 縮 し 得 る 領 域 が 形 成 さ れ る よ う に 弾 性 部 材 を 配 置 す る と 共 に 、
漏 れ 防 止 等 の 従 来 か ら の 観 点 に 基 づ き 弾 性 部 材 を 配 置 す る 。 そ し て 、 必 要 な 部 材 の 配 置 等
を 決 定 す る こ と に よ り 、 使 い 捨 て 吸 収 性 物 品 の 設 計 が 完 了 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
次 に 、 上 述 し た 設 計 手 法 に 基 づ き 設 計 さ れ た 使 い 捨 て 吸 収 性 物 品 の 一 例 に つ い て 説 明 す る
。 尚 、 本 発 明 の 使 い 捨 て 吸 収 性 物 品 は 、 上 述 し た 設 計 手 法 に よ り 設 計 さ れ た も の に 制 限 さ
れ な い 。
図 １ ～ ３ に 示 す パ ン ツ 型 の 使 い 捨 て お む つ １ は 、 本 発 明 （ 特 に 第 １ 発 明 ） の 使 い 捨 て 吸 収
性 物 品 の 一 実 施 形 態 で あ り 、 液 透 過 性 の 表 面 シ ー ト ２ 、 液 不 透 過 性 の 裏 面 シ ー ト ３ 及 び 液
保 持 性 の 吸 収 体 ４ を 備 え 、 着 用 時 に 着 用 者 の 腹 側 に 配 さ れ る 腹 側 部 Ａ 及 び 背 側 に 配 さ れ る
背 側 部 Ｂ を 有 し 、 腹 側 部 Ａ の 両 側 縁 部 Ａ １ ， Ａ １ と 背 側 部 Ｂ の 両 側 縁 部 Ｂ １ ， Ｂ １ と が ヒ
ー ト シ ー ル 、 高 周 波 シ ー ル 、 超 音 波 シ ー ル 等 の 公 知 の 接 合 手 段 に よ り 接 合 さ れ て 、 ウ エ ス
ト 開 口 部 ５ 及 び 一 対 の レ ッ グ 開 口 部 ６ （ 一 方 の み 図 示 ） が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
本 使 い 捨 て お む つ １ は 、 幼 児 用 の パ ン ツ 型 お む つ で あ り 、 吸 収 体 ４ を 具 備 す る 吸 収 性 本 体
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１ ０ と 、 該 吸 収 性 本 体 １ ０ の 外 面 （ 着 用 者 と は 反 対 側 に 向 け ら れ る 面 ） 側 に 位 置 し て 該 吸
収 性 本 体 １ ０ を 固 定 し て い る 外 装 体 ２ ０ と か ら な る 。 吸 収 体 ４ は 、 表 面 シ ー ト ２ と 裏 面 シ
ー ト ３ と の 間 に 挟 持 固 定 さ れ て い る 。 吸 収 性 本 体 １ ０ 及 び 吸 収 体 ４ は 、 縦 長 矩 形 状 を な し
、 吸 収 性 本 体 １ ０ は 、 そ の 長 手 方 向 を 、 展 開 且 つ 伸 張 状 態 （ 図 ２ に 示 す 状 態 ） に お け る お
む つ 長 手 方 向 （ 図 ２ の 上 下 方 向 、 以 下 、 お む つ 長 手 方 向 と も い う ） に 一 致 さ せ 、 外 装 体 ２
０ の 中 央 部 に 公 知 の 接 合 手 段 に よ り 接 合 さ れ て い る 。 こ こ で 、 展 開 且 つ 伸 張 状 態 と は 、 お
む つ 側 部 の 接 合 部 ２ ３ を 引 き 剥 が し て 展 開 し 、 展 開 し た 状 態 の お む つ を 、 各 部 の 弾 性 部 材
を 伸 張 さ せ て 、 設 計 寸 法 （ 弾 性 部 材 の 影 響 を 一 切 排 除 し た 状 態 で 平 面 状 に 広 げ た と き の 寸
法 と 同 じ ） と な る よ う に 平 面 状 に 広 げ た 状 態 を い う 。
【 ０ ０ ２ １ 】
吸 収 性 本 体 １ ０ の 長 手 方 向 の 両 側 部 に は 、 弾 性 部 材 ７ １ を 有 す る シ ー ト 材 ７ ２ が 配 さ れ て
一 対 の 立 体 ガ ー ド ７ が 形 成 さ れ て い る 。 各 立 体 ガ ー ド ７ は 、 吸 収 性 本 体 １ ０ の 長 手 方 向 の
両 端 部 に お い て は 、 表 面 シ ー ト ２ 上 に 固 定 さ れ て お り 〔 図 ３ （ ｂ ） 参 照 〕 、 長 手 方 向 の 中
央 部 に お い て は 、 少 な く と も お む つ 着 用 時 に は 起 立 状 態 と な る 〔 図 ３ （ ａ ） 参 照 〕 。 お む
つ 着 用 時 に お け る 吸 収 性 本 体 １ ０ は 、 お む つ 長 手 方 向 の 中 央 部 に お い て 、 そ の 両 側 縁 端 か
ら 所 定 幅 の 内 側 の 線 で 屈 曲 し 、 そ の 線 よ り 外 方 の 両 側 縁 部 が 上 方 に 立 ち 上 が る よ う に な さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
外 装 体 ２ ０ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 お む つ の 外 表 面 （ 着 用 者 と は 反 対 側 に 向 け ら れ る 面 ）
を 形 成 す る 外 層 シ ー ト ２ １ と 、 該 外 層 シ ー ト ２ １ に 隣 接 し て そ の 内 側 に 位 置 す る 内 層 シ ー
ト ２ ２ と を 具 備 し 、 こ れ ら 両 シ ー ト 間 に 、 ホ ッ ト メ ル ト 型 接 着 剤 等 を 用 い て 、 後 述 す る 各
種 の 弾 性 部 材 ５ １ 、 ６ １ 、 ３ １ 、 ３ ４ 、 ３ ７ 、 ３ ９ が 固 定 さ れ て い る 。 外 装 体 ２ ０ は 、 図
４ に 示 す よ う に 、 長 手 方 向 中 央 部 が 幅 狭 に 括 れ た 略 砂 時 計 状 に 形 成 さ れ て い る 。 こ れ に よ
り 、 レ ッ グ 部 の 必 要 長 を 長 く 設 定 で き 、 且 つ 吸 収 性 物 品 の 長 手 方 向 長 を 短 く 設 定 で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
本 使 い 捨 て お む つ １ は 、 腹 側 部 Ａ 及 び 背 側 部 Ｂ そ れ ぞ れ の ウ エ ス ト 部 Ｄ に 、 ウ エ ス ト 開 口
部 ５ の 周 方 向 に 沿 っ て ウ エ ス ト 弾 性 部 材 ５ １ が 配 設 さ れ て い る 。 前 記 ウ エ ス ト 弾 性 部 材 ５
１ は 糸 状 の 形 態 を 有 し て お り 、 腹 側 部 Ａ 及 び 背 側 部 Ｂ そ れ ぞ れ に 、 複 数 本 （ 図 示 例 で は ６
本 ） が 互 い に 平 行 に 配 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
こ こ で 、 ウ エ ス ト 部 Ｄ と は 、 腹 側 部 Ａ 及 び 背 側 部 Ｂ そ れ ぞ れ に お け る 、 レ ッ グ 開 口 部 ６ の
上 端 縁 ６ ２ の 位 置 （ 左 右 の 上 端 縁 ６ ２ を 通 る ラ イ ン の 位 置 ） か ら ウ エ ス ト 開 口 部 の 周 縁 端
５ ２ ま で を 、 お む つ サ イ ド 部 分 に お け る お む つ 長 手 方 向 の 長 さ を ３ 等 分 す る よ う に ３ つ の
領 域 に 区 分 し た と き の 最 も ウ エ ス ト 開 口 部 寄 り に 位 置 す る 領 域 で あ る （ 図 ２ 参 照 ） 。 ま た
、 後 述 す る 胴 回 り 部 Ｅ は 、 腹 側 部 Ａ 及 び 背 側 部 Ｂ そ れ ぞ れ に お い て 、 レ ッ グ 開 口 部 ６ の 上
端 縁 ６ ２ の 位 置 か ら ウ エ ス ト 開 口 部 ５ の 周 縁 端 ５ ２ ま で を 、 両 者 間 の お む つ 長 手 方 向 の 長
さ を ３ 等 分 す る よ う に ３ つ の 領 域 に 区 分 し た と き の レ ッ グ 開 口 部 ６ 寄 り の ２ 領 域 か ら な る
。 図 ２ 中 、 符 号 ａ で 示 す ６ つ の 長 さ は 同 一 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
前 記 ウ エ ス ト 弾 性 部 材 ５ １ は 、 そ の 全 体 （ 本 実 施 形 態 の よ う に 複 数 本 配 さ れ て い る 場 合 は
そ の 全 本 数 ） が 、 ウ エ ス ト 開 口 部 ５ の 周 端 縁 ５ ２ か ら の 距 離 が お む つ 長 手 方 向 全 長 の １ ／
３ ０ ～ １ ／ １ ５ の 長 さ と な る ま で の 領 域 内 に 配 さ れ て い る こ と が 、 着 用 時 に お け る 腸 骨 棘
点 の 位 置 と の 関 係 で ず れ 落 ち 防 止 効 果 が 向 上 し 、 か つ 過 度 の 締 め 付 け 感 を 抑 制 で き る の で
好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
本 使 い 捨 て お む つ １ に お け る 腹 側 部 Ａ 及 び 背 側 部 Ｂ の 両 ウ エ ス ト 部 Ｄ ， Ｄ は 、 両 ウ エ ス ト
部 を 、 お む つ 幅 方 向 に 最 大 伸 張 率 の ５ ０ ％ 迄 伸 張 さ せ た と き の 引 張 荷 重 が ２ ～ ５ Ｎ で あ り
、 特 に ３ ～ ４ Ｎ で あ る こ と が 好 ま し い 。 最 大 伸 張 率 の ５ ０ ％ 迄 伸 張 さ せ た と き の 引 張 荷 重
は 、 以 下 の よ う に し て 測 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
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〔 両 ウ エ ス ト 部 の 引 張 荷 重 の 測 定 方 法 〕
お む つ か ら 両 ウ エ ス ト 部 を 、 両 者 が 連 結 さ れ た リ ン グ 状 の 状 態 の ま ま 切 り 取 り 、 こ れ を サ
ン プ ル と す る 。 こ の サ ン プ ル を 、 水 平 な 面 上 に 、 両 ウ エ ス ト 部 の 何 れ か 一 方 の ウ エ ス ト 部
の 外 面 が 、 該 水 平 な 面 に 当 接 す る よ う に 載 置 し 、 自 然 に 収 縮 し た 状 態 に お け る 該 サ ン プ ル
の 両 端 部 間 （ 左 右 の サ イ ド 接 合 部 ２ ３ 同 士 間 ） の 長 さ を 測 定 し て 初 期 長 と す る 。
そ し て 、 そ の サ ン プ ル を 、 テ ン シ ロ ン 引 っ 張 り 試 験 機 〔 （ 株 ） オ リ エ ン テ ッ ク 社 製 、 「 Ｒ
Ｔ Ｃ － １ １ ５ ０ Ａ 」 〕 の チ ャ ッ ク 間 に 固 定 し 、 速 度 ３ ０ ０ ｍ ｍ ／ ｍ ｉ ｎ で 、 お む つ 幅 方 向
と 同 じ 方 向 に 伸 張 さ せ る 。
そ し て 、 サ ン プ ル を 、 初 期 長 か ら 、 図 ２ に 示 す 設 計 寸 法 （ 弾 性 部 材 の 影 響 を 一 切 排 除 し た
状 態 で 平 面 状 に 広 げ た と き の 寸 法 と 同 じ 、 但 し 、 腹 側 部 Ａ と 背 側 部 Ｂ と で ウ エ ス ト 部 の 設
計 寸 法 が 異 な る 場 合 に は そ の 平 均 値 ） ま で 伸 張 さ せ た と き の 伸 張 率 〔 （ 伸 張 後 の 長 さ － 初
期 長 ） ／ 初 期 長 　 × １ ０ ０ 〕 を 最 大 伸 張 率 と し 、 そ の 最 大 伸 張 率 の ５ ０ ％ の 伸 張 率 ま で 伸
張 さ せ た と き の 引 張 荷 重 を 求 め る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
本 使 い 捨 て お む つ １ は 、 腹 側 部 Ａ の 胴 回 り 部 Ｅ に お け る 吸 収 体 ４ の 両 側 縁 ４ １ ， ４ １ の 位
置 （ 吸 収 性 本 体 の 両 側 縁 の 位 置 と 実 質 同 一 ） よ り 幅 方 向 外 方 に 位 置 す る 両 サ イ ド 部 に 、 お
む つ 縦 方 向 に 対 し て ４ ５ 度 背 側 に 傾 い た 方 向 に 伸 縮 可 能 な 胴 回 り 弾 性 伸 縮 部 ３ ０ ， ３ ０ を
有 し て い る 。 お む つ 縦 方 向 に 対 し て ４ ５ 度 背 側 に 傾 い た 方 向 を 、 図 ４ （ ａ ） 中 に 矢 印 Ｐ で
示 し た 。
具 体 的 に は 、 胴 回 り 弾 性 伸 縮 部 ３ ０ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 複 数 本 の 糸 状 の 胴 回 り 弾 性 部
材 ３ １ を お む つ 長 手 方 向 に 対 し て 傾 斜 し た 状 態 に 配 置 し て 形 成 さ れ て い る 。 各 胴 回 り 弾 性
部 材 ３ １ は 、 お む つ 幅 方 向 の 中 央 側 か ら 幅 方 向 の 左 右 の 外 方 に 向 か う に 従 っ て ウ エ ス ト 開
口 部 ５ に 近 づ く よ う に 傾 斜 し て お り 、 お む つ 長 手 方 向 に 対 す る 傾 斜 角 度 θ １ （ 図 ２ 参 照 ）
は 例 え ば １ ５ ～ ８ ５ 度 と す る こ と が で き る 。 本 実 施 形 態 に お い て は 、 腹 側 部 Ａ に 配 さ れ た
ウ エ ス ト 弾 性 部 材 ５ １ が 、 お む つ を 図 ２ に 示 す よ う に 幅 方 向 設 計 寸 法 ま で 伸 長 し た 状 態 で
、 お む つ 長 手 方 向 に 対 し て 略 ９ ０ 度 の 角 度 を な す よ う 配 さ れ て お り 、 胴 回 り 弾 性 部 材 ３ １
は ウ エ ス ト 弾 性 部 材 ５ １ に 対 し て ５ ～ ７ ５ 度 の 傾 斜 角 度 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
複 数 本 の 胴 回 り 弾 性 部 材 ３ １ を 配 設 し て 胴 回 り 弾 性 伸 縮 部 ３ ０ を 形 成 す る 場 合 に お け る 胴
回 り 弾 性 部 材 ３ １ の 本 数 は 、 例 え ば １ ０ ～ ３ ０ 本 程 度 と す る こ と が で き 、 そ れ ら に 直 交 す
る 方 向 の ピ ッ チ は 、 例 え ば ３ ～ １ ０ ｍ ｍ 程 度 と す る こ と が で き る 。
尚 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 胴 回 り 弾 性 伸 縮 部 ３ ０ を 形 成 す る 胴 回 り 弾 性 部 材 ３ １ が 、 吸
収 体 ４ と 重 な る 部 位 を 挟 ん で 左 右 に 分 割 配 置 さ れ て い る が 、 左 右 の 胴 回 り 部 弾 性 部 材 が 、
吸 収 体 ４ と 重 な る 部 位 を 横 断 し て 連 続 し て い て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
腹 側 部 の 胴 回 り の 両 サ イ ド 部 は 胴 回 り 弾 性 伸 縮 部 ３ ０ を 有 し 、 腹 側 部 及 び 背 側 部 の 両 胴 回
り 部 を 、 お む つ 幅 方 向 に 最 大 伸 張 率 の ５ ０ ％ 迄 伸 張 さ せ た と き の 引 張 荷 重 が １ Ｎ 以 下 で あ
る 。
両 胴 回 り 部 の 前 記 引 張 荷 重 は 、 以 下 の よ う に し て 測 定 さ れ る 。
〔 両 胴 回 り 部 の 引 張 荷 重 の 測 定 方 法 〕
お む つ か ら 両 胴 回 り 部 を 、 両 者 が 連 結 さ れ た リ ン グ 状 の 状 態 の ま ま 切 り 取 り 、 こ れ を サ ン
プ ル と す る 。 こ の サ ン プ ル を 、 水 平 な 面 上 に 、 両 ウ エ ス ト 部 の 何 れ か 一 方 の 胴 回 り 部 の 外
面 が 、 該 水 平 な 面 に 当 接 す る よ う に 載 置 し 、 自 然 に 収 縮 し た 状 態 に お け る 該 サ ン プ ル の 両
端 部 間 （ 左 右 の サ イ ド 接 合 部 ２ ３ 同 士 間 ） の 長 さ を 測 定 し て 初 期 長 と す る 。
そ し て 、 そ の サ ン プ ル を 、 テ ン シ ロ ン 引 っ 張 り 試 験 機 〔 （ 株 ） オ リ エ ン テ ッ ク 社 製 、 「 Ｒ
Ｔ Ｃ － １ １ ５ ０ Ａ 」 〕 の チ ャ ッ ク 間 に 固 定 し 、 速 度 ３ ０ ０ ｍ ｍ ／ ｍ ｉ ｎ で 、 お む つ 幅 方 向
と 同 じ 方 向 に 伸 張 さ せ る 。
そ し て 、 サ ン プ ル を 、 初 期 長 か ら 、 図 ２ に 示 す 設 計 寸 法 （ 弾 性 部 材 の 影 響 を 一 切 排 除 し た
状 態 で 平 面 状 に 広 げ た と き の 寸 法 と 同 じ 。 但 し 、 腹 側 部 Ａ と 背 側 部 Ｂ と で 胴 回 り 部 の 設 計
寸 法 が 異 な る 場 合 に は そ の 平 均 値 ） ま で 伸 張 さ せ た と き の 伸 張 率 〔 （ 伸 張 後 の 長 さ － 初 期
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長 ） ／ 初 期 長 　 × １ ０ ０ 〕 を 最 大 伸 張 率 と し 、 そ の 最 大 伸 張 率 の ５ ０ ％ の 伸 張 率 ま で 伸 張
さ せ た と き の 引 張 荷 重 を 読 み 取 る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
本 使 い 捨 て お む つ １ は 、 背 側 部 Ｂ に お け る 吸 収 体 ４ と ウ エ ス ト 開 口 部 ５ の 周 縁 端 ５ ２ と の
間 に 、 お む つ 縦 方 向 に 伸 縮 す る 背 部 弾 性 伸 縮 部 ３ ３ を 有 し て い る 。
背 部 弾 性 伸 縮 部 ３ ３ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 複 数 本 の 糸 状 の 背 部 弾 性 部 材 ３ ４ を 、 お む つ
長 手 方 向 （ お む つ 縦 方 向 と 同 じ ） に 配 置 し て 形 成 さ れ て い る 。
複 数 本 の 弾 性 部 材 ３ ４ を 配 設 し て 背 部 弾 性 伸 縮 部 ３ ３ を 形 成 す る 場 合 の 背 部 弾 性 部 材 ３ ４
の 本 数 は 、 例 え ば １ ～ １ ０ 本 程 度 と す る こ と が で き 、 ２ 本 以 上 配 す る 場 合 、 そ れ ら に 直 交
す る 方 向 の ピ ッ チ は 、 例 え ば ２ ～ ３ ０ ｍ ｍ 程 度 と す る こ と が で き る 。
背 部 弾 性 伸 縮 部 ３ ３ は 、 お む つ 幅 方 向 中 央 部 を 含 む 、 お む つ 幅 方 向 の ２ ｃ ｍ 以 上 の 長 さ に
わ た っ て い る こ と が 好 ま し く 、 ま た 、 少 な く と も 吸 収 体 ４ の 長 手 方 向 の 端 部 と ウ エ ス ト 弾
性 部 材 ５ １ の う ち の 最 も 吸 収 体 寄 り の も の と の 間 に 形 成 さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
本 実 施 形 態 の 使 い 捨 て お む つ １ は 、 上 述 し た 構 成 、 特 に 各 々 特 定 方 向 の 伸 張 に 対 し て 特 定
の 引 張 荷 重 を 示 す 胴 回 り 弾 性 伸 縮 部 ３ ０ 及 び ／ 又 は 背 部 弾 性 伸 縮 部 ３ ３ を 具 備 す る 構 成 を
有 す る た め 、 着 用 中 に お け る お む つ の ズ レ 落 ち を 防 止 し つ つ 、 胴 回 り を 締 め 付 け る 程 度 を
従 来 の 使 い 捨 て お む つ に 対 し て 極 め て 小 さ く す る こ と が で き る 。
胴 回 り を 強 く 締 め 付 け な く て も ズ レ 落 ち を 防 止 で き る 理 由 は 、 主 と し て 、 胴 回 り 弾 性 伸 縮
部 ３ ０ 及 び ／ 又 は 背 部 弾 性 伸 縮 部 ３ ３ が 、 着 用 者 の 対 応 部 位 の 皮 膚 の 伸 縮 に 対 応 し て 柔 軟
に 伸 縮 す る こ と に よ っ て 、 着 用 者 の 皮 膚 の 伸 縮 を 対 応 で き な い こ と に よ る ズ レ 落 ち を 防 止
で き る こ と に あ る 。
本 実 施 形 態 と 同 様 の 構 成 の 試 作 品 を 作 製 し 、 着 用 時 に お け る 腹 側 部 Ａ の 胴 回 り 部 Ｅ と 着 用
者 の 肌 と の 間 に 圧 力 セ ン サ ー を 挿 入 し て 、 肌 に 対 す る 押 圧 力 を 測 定 し た と こ ろ ２ ｇ ／ ｃ ｍ
２ 以 下 で あ り 、 従 来 の 胴 回 り ギ ャ ザ ー 付 き パ ン ツ 型 お む つ （ ７ ｇ ／ ｃ ｍ ２ 以 上 ） に 比 し て
締 め 付 け の 程 度 が 極 端 に 小 さ い こ と が 確 認 さ れ た 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
本 実 施 形 態 の 使 い 捨 て お む つ １ は 、 更 に 以 下 の 各 要 件 を 具 備 し て い る 。
自 然 状 態 に お け る ウ エ ス ト 開 口 部 ５ の 周 長 に 対 す る 最 大 伸 張 時 の 該 ウ エ ス ト 開 口 部 ５ の 周
長 の 比 が １ ． ４ ～ ２ ． ２ で あ る （ よ り 好 ま し く は １ ． ６ ～ ２ ． ０ ） 。
腹 側 部 Ａ 及 び 背 側 部 Ｂ に お け る ウ エ ス ト 弾 性 部 材 ５ １ が 、 お む つ 着 用 時 に 着 用 者 の 腸 骨 棘
点 （ 直 立 し た 状 態 の 着 用 者 の 腸 骨 棘 点 の 高 さ 位 置 ） よ り も 上 方 に 位 置 す る よ う に 配 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
背 側 部 Ｂ に お け る ウ エ ス ト 開 口 部 の 周 縁 端 ５ ２ が 、 お む つ の 展 開 且 つ 伸 張 状 態 に お い て 凸
状 に 形 成 さ れ て い る 。 こ の 構 成 に よ り 、 充 分 な 面 積 の 背 部 弾 性 伸 縮 部 ３ ３ を 容 易 に 形 成 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
背 側 部 Ｂ に お け る レ ッ グ 開 口 部 ６ の 近 傍 に 、 背 側 部 Ｂ に お け る 該 レ ッ グ 開 口 部 ６ の 周 縁 端
６ ３ に 対 し て 垂 直 方 向 に 伸 縮 可 能 な 臀 部 弾 性 伸 縮 部 ３ ６ を 有 し て い る 。 具 体 的 に は 、 臀 部
弾 性 伸 縮 部 ３ ６ は 、 複 数 本 の 糸 状 の 弾 性 部 材 ３ ７ を 、 お む つ 長 手 方 向 に 対 し て 傾 斜 配 置 し
て 形 成 さ れ て い る 。 お む つ 展 開 且 つ 伸 張 状 態 に お け る 各 弾 性 部 材 ３ ７ の お む つ 長 手 方 向 に
対 す る 傾 斜 角 度 θ ２ は 、 例 え ば ２ ０ ～ ７ ０ 度 で あ る 。 臀 部 弾 性 伸 縮 部 ３ ６ は 、 脚 の 動 き に
伴 う 皮 膚 の 伸 縮 に 追 従 し て 柔 軟 に 伸 縮 す る た め 、 該 部 位 の ず り 上 が り に よ る 臀 部 露 出 等 を
防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
各 レ ッ グ 開 口 部 ６ の 開 口 周 縁 部 に 、 そ の 周 方 向 に 沿 っ て レ ッ グ 部 弾 性 部 材 ６ １ が 配 さ れ て
い る 。
ま た 、 背 側 部 Ｂ の 胴 回 り 部 Ｅ に お け る 吸 収 体 ４ の 両 側 縁 ４ １ ， ４ １ の 位 置 よ り 幅 方 向 外 方
の 部 位 に 、 お む つ 幅 方 向 に 収 縮 す る 弾 性 伸 縮 部 が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 弾 性 伸 縮 部 を 形 成
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す る 胴 回 り 弾 性 部 材 ３ ９ は 、 吸 収 体 ４ と 重 な る 部 位 を 挟 ん で 左 右 に 分 割 配 置 さ れ て い る が
、 左 右 の 胴 回 り 弾 性 部 材 ３ ９ が 、 吸 収 体 ４ と 重 な る 部 位 を 横 断 し て 連 続 し て い て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
背 側 部 Ｂ に お け る レ ッ グ 開 口 部 ６ の 周 縁 端 ６ ３ が 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 該 レ ッ グ 開 口 部 ６
の 開 口 部 中 心 に 向 か っ て 凸 に 湾 曲 し て い る 。 こ の 構 成 に よ り 充 分 な 面 積 の 臀 部 弾 性 伸 縮 部
３ ６ を 容 易 に 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
展 開 且 つ 伸 張 状 態 に お い て 、 お む つ 長 手 方 向 の 全 長 が ４ ０ ～ ６ ０ ｃ ｍ で あ り 、 股 間 部 の 最
小 幅 Ｗ （ 図 ２ 参 照 ） が ５ ～ １ ０ ｃ ｍ で あ る 。
本 実 施 形 態 の 使 い 捨 て お む つ １ は 、 上 述 し た 新 規 な 設 計 手 法 に よ り 設 計 さ れ て お り 、 前 記
全 長 及 び ／ 又 は 前 記 最 小 幅 が 、 同 一 体 重 の 着 用 者 を 対 象 と す る 従 来 の パ ン ツ 型 お む つ に 比
べ て 短 く な っ て い る 。 そ の た め 、 は か せ や す さ や ズ レ 落 ち に く さ 等 を 犠 牲 に す る こ と な く
、 材 料 使 用 量 の 低 減 、 股 下 部 の も た つ き を 改 善 す る こ と が で き る 。
対 象 と す る 着 用 者 の 体 重 が ７ ～ １ ０ ｋ ｇ の 場 合 、 前 記 全 長 は ４ ０ ～ ４ ６ ｃ ｍ 、 前 記 股 間 部
の 最 小 幅 Ｗ は ５ ～ ８ ｃ ｍ で あ る こ と が 好 ま し く 、 対 象 と す る 着 用 者 の 体 重 が １ ０ ～ １ ４ ｋ
ｇ の 場 合 、 前 記 全 長 は ４ ３ ～ ５ ０ ｃ ｍ 、 前 記 股 間 部 の 最 小 幅 Ｗ は ７ ～ １ ０ ｃ ｍ で あ る こ と
が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
上 記 実 施 形 態 の 使 い 捨 て お む つ １ に お け る 各 部 の 形 成 材 料 に つ い て 説 明 す る 。 各 部 の 弾 性
部 材 ５ １ 、 ６ １ 、 ３ １ 、 ３ ４ 、 ３ ７ 、 ３ ９ の 形 成 材 料 と し て は 、 使 い 捨 て お む つ 等 に 用 い
ら れ る 各 種 公 知 の 弾 性 材 料 を 用 い る こ と が で き 、 例 え ば 素 材 と し て は 、 ス チ レ ン － ブ タ ジ
エ ン 、 ブ タ ジ エ ン 、 イ ソ プ レ ン 、 ネ オ プ レ ン 等 の 合 成 ゴ ム 、 天 然 ゴ ム 、 Ｅ Ｖ Ａ 、 伸 縮 性 ポ
リ オ レ フ ィ ン 、 ウ レ タ ン 等 の 伸 縮 性 の 素 材 を 広 く 用 い る こ と が で き 、 例 え ば 形 態 と し て は
、 断 面 が 矩 形 、 正 方 形 、 円 形 、 多 角 形 状 、 マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト タ イ プ の 糸 状 の も の 等 を 用
い ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
そ の 他 の 部 材 、 例 え ば 表 面 シ ー ト ２ 、 裏 面 シ ー ト ３ 、 吸 収 体 ４ 、 立 体 ガ ー ド ７ 、 外 層 シ ー
ト ２ ２ 及 び 内 層 シ ー ト ２ ３ 等 の 形 成 材 料 と し て は 、 従 来 の 使 い 捨 て お む つ 等 に お い て 用 い
ら れ て い る 各 種 の 材 料 を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
以 上 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に つ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 は 、 上 述 し た 実 施 形 態 に 制
限 さ れ な い 。
上 述 し た 実 施 形 態 の 使 い 捨 て お む つ １ の 胴 回 り 弾 性 伸 縮 部 ３ ０ 、 背 部 弾 性 伸 縮 部 ３ ３ 及 び
臀 部 弾 性 伸 縮 部 ３ ６ は 、 そ れ ぞ れ 複 数 本 の 胴 回 り 部 弾 性 部 材 を 用 い て 形 成 す る の に 代 え て
、 全 方 位 に 伸 縮 可 能 な 弾 性 シ ー ト （ 弾 性 フ ィ ル ム や フ ィ ル ム と 不 織 布 を 一 体 化 さ せ た シ ー
ト 等 ） を 用 い て 形 成 す る こ と が で き る 。
ま た 、 本 発 明 の 使 い 捨 て 吸 収 性 物 品 は 、 上 述 し た 設 計 手 法 を 反 映 さ せ た 各 種 の 変 形 を 加 え
た も の と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
本 発 明 の 使 い 捨 て 吸 収 性 物 品 は 、 パ ン ツ 型 お む つ 以 外 の 他 の パ ン ツ 型 吸 収 性 物 品 、 例 え ば
シ ョ ー ツ 型 生 理 用 ナ プ キ ン や 、 展 開 型 の 使 い 捨 て お む つ 等 で あ っ て も 良 い 。 上 述 し た 使 い
捨 て お む つ １ の 各 要 件 を 具 備 す る 、 パ ン ツ 型 お む つ 以 外 の 他 の パ ン ツ 型 吸 収 性 物 品 （ シ ョ
ー ツ 型 生 理 用 ナ プ キ ン 等 ） は 、 本 発 明 の 他 の 好 ま し い 実 施 形 態 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に よ れ ば 、 ズ レ 落 ち に く く 、 且 つ 胴 回 り の 締 め 付 け の 程 度 が 大 き く 低 減 さ れ た 、 使
い 捨 て お む つ 等 の 使 い 捨 て 吸 収 性 物 品 を 提 供 す る こ と が で き る 。
本 発 明 に よ れ ば 、 新 規 な 設 計 手 法 を 用 い て 設 計 さ れ た 、 使 い 捨 て お む つ 等 の 使 い 捨 て 吸 収
性 物 品 を 提 供 す る こ と が で き る 。
本 発 明 に よ れ ば 、 材 料 使 用 量 の 低 減 、 股 下 部 の も た つ き の 改 善 、 は き や す さ の 改 善 、 ズ レ
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落 ち に く さ と 胴 回 り の 過 度 の 締 め 付 け の 解 消 の 両 立 等 の １ つ 又 は ２ 以 上 を 達 成 し た 、 使 い
捨 て お む つ 等 の 使 い 捨 て 吸 収 性 物 品 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 と し て の 使 い 捨 て お む つ の 着 用 状 態 を 示 す 斜 視 図 で
あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 図 １ に 示 す 使 い 捨 て お む つ の 展 開 且 つ 伸 張 状 態 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 図 １ に 示 す 使 い 捨 て お む つ の 幅 方 向 の 横 断 面 を 示 す 図 で あ り 、 （ ａ ） は
自 然 状 態 に お け る 図 ２ の Ｘ － Ｘ 線 断 面 を 示 す 図 、 （ ｂ ） は 、 自 然 状 態 （ お む つ 展 開 且 つ 伸
張 状 態 も 同 様 ） に お け る 図 ２ の Ｙ － Ｙ 線 断 面 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 図 １ に 示 す 使 い 捨 て お む つ の 外 装 体 の 展 開 且 つ 伸 張 状 態 を 示 す 平 面 図 で
あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 、 使 い 捨 て お む つ の 新 規 な 設 計 手 法 を 説 明 す る た め の 図 で あ り 、 （ ａ ） は
、 身 体 形 状 を 転 写 し て 得 た ベ ー ス パ タ ー ン を 示 す 図 で あ り 、 （ ｂ ） は 、 ベ ー ス パ タ ー ン に
修 正 を 加 え た 修 正 ベ ー ス パ タ ー ン を 示 す 図 で あ り 、 （ ｃ ） は 、 着 用 者 の 皮 膚 の 伸 縮 を 考 慮
し 、 マ ス タ ー パ タ ー ン に 修 正 を 加 え て 得 た 修 正 マ ス タ ー パ タ ー ン を 示 す 図 で あ り 、 （ ｄ ）
は 、 修 正 マ ス タ ー パ タ ー ン に 、 は か せ や す さ （ 装 着 し や す さ ） 等 を 考 慮 し て 修 正 を 加 え て
得 た 最 終 パ タ ー ン を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ６ は 、 使 い 捨 て お む つ の 新 規 な 設 計 手 法 に お け る 計 測 部 位 等 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 使 い 捨 て お む つ
２ 　 　 表 面 シ ー ト
３ 　 　 裏 面 シ ー ト
４ 　 　 吸 収 体
５ 　 　 レ ッ グ 開 口 部
６ 　 　 ウ エ ス ト 開 口 部
１ ０ 　 吸 収 性 本 体
２ ０ 　 外 装 体
３ ０ 　 胴 回 り 弾 性 伸 縮 部
３ ３ 　 背 部 弾 性 伸 縮 部
３ ６ 　 臀 部 弾 性 伸 縮 部
Ａ 　 　 腹 側 部
Ｂ 　 　 背 側 部
Ｄ 　 　 ウ エ ス ト 部
Ｅ 　 　 胴 回 り 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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